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　　　巻頭言
「惑星科学の新時代」

　惑 星科学は、1995年の 太陽系外の 惑星の 発 見を受 けて、新 たな展開を始め たと ．∫っ て 過 蒔

で は な い 、既 に 100個 を超 える惑星が 見つ か っ て い る ， ヒ星の 速度変化 を観測して 、 直接 に

は 見えない 惑星の 存在 を確認する間接的 手法によっ てで ある ． 現 在まで に見つ か っ た惑屋は、

観測技術の 限界に 起因する選択効果の 結 果、木墨程度の 巨大惑星ばか りで ある ． その 惑星の

配置は 、 巨 大惑 星が 主星の ごく近傍を周回 など我 々 の 太陽 系と大 きく異なり、惑星系 も多様で

あるこ とが知 られ 、形成論に 新た なテ
ー

マ を 与えて い る 。

　　観測 が進 む に つ れて 、様 々 な情 服が もたらされて い る 。 興 味深 い の は、惑星 を持 つ ヒ星

の 大気の 金属量 は、惑星 を持た な い 恒星 の 大気の 金属 量に比 較して
一一般的に大 きく、そ の 程

度は恒 星 の 質量 に 依存 しな い 点 で ある 、 こ れ は以 ドの 2つ の 点 か ら面自 い 。

　（1）惑星 形成の 過 程で 微惑星 の 衝突合体課程は 重要で あ る．そ の 時 期、微惑星 、惑星及 び

ダス トが 中心 星に 落下すると考えられ る ， ガス 成分は既 に 消失して い て 、ダ ス ト成分の み が 落

ドすると、対流層で か き混ぜ られ て 大気の 金属 量は変化しそ うで ある 。

　 〔2）恒 星の 質 量が 太陽程度の 場合 、 主系列星に 至る前 として 、 星全体で 対流が生 じて い る

林 フ ェ
ーズ （T タウ リ型 星）の 後に 、 対 流が 表面に 限られ る ヘ ニ エ 収縮 時期が ある 、 後者の 時

期 、 表面対流層の 厚み は 、 恒星の 質量に依存 して い て 、 頃い 星 （太陽の 質量の 2倍程度）で は 、

そ の 厚み は とて も薄 い 。 そ の ような状態の 星に 外か ら微惑星や ダス トが 降り積 もる と、 希釈 効

果が 小 さく大気の 金属 量は 大きく影響を受ける CL 昇する）と思われ る ，

　　で は、金属 量の 超過が 質量 に 依存 しない とい う観測 は、f可を意味するの で あろ うか 、 太陽

系 とほ ぼ同 じで き方 をしたと仮定すると 、 （a ）金属 量の 増加は 、 微惑星等の 落 ドで は単純 に説

明 で きそうに なく、元 々 星を形成 した ガ ス 雲に帰 来するの か ？〔b）微惑星の セ星へ の 落下 は ト

分 予想 され るが 、 ガ ス の 散逸 と
一
緒 に 起こ るか 、 希釈効果が大きい 林 フェ

ーズ時期 に終 了する

必 要が あり、惑星形成に 時間的制限 を 与える ， など考えられ る 。 以 h は 、まだまだ推察の 域 を

超 えない 所で あるが 、 今後に 予想 され る 様々 な情 報 （主星の 金属 量の 詳細、食 を使 っ て の 惑

星大気の 観測など）が 、 惑 昆科学 をさらに 進展 させ る に違 い ない 。 それ は、我 々 の 太陽系 の 形

成過程 を知る大 きな助 けともなるで あろう＝

　　こ の 先、世界の 研究 者は、太陽系外 の 惑星の 直接 観測、そして、
广

第二 の 地球」の 発見 に

勢力を向けるに 違 い ない 。 それ はや が て 宇宙 にお ける 生 命の 探 査や 生命の 誕生の 研究 に つ

なが るで あろう， そ の ため に 地球型惑 星の 大気の 研究から、惑星に存在する生命体の 情 線を

知 るとい う壮大 なプ ロ ジェ クトが 立案され ようとして い る ， 様 々 な基礎的研 究や段階 的試験 が必

要で あるが 、八類が必 ずや 到達で きる タ
ー

ゲ ッ トで あろう。 顕微鏡で 見る惑星科学や 生命誕 生

の 研究 だけ でな く、望遠鏡で 知る惑畢科学 や 生 命科学の 石汗究が 花開く可能性がある 。 そ れ は

惑 星科学 にお け る新た な時代 の 到来で あ り、大 きなチ ャ レ ン ジ で ある 、
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